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ゲオルク・トラークルの散文詩
『夢と錯乱』について
ー「自伝的なもの」を観点として一一
藪前由紀
処女詩集「詩集』 (Gedic拭e1914)の出版を終え，文学的には亜流の域
を脱したあとの中期創作期以降に，ゲオルク・トラークル (GeorgTrakl, 
1887-1914) は，『悪の変容』 (Verwandlungdes脳sen) (1, 97f.), 『夢
と錯乱」 (Traumund Umnaclrtung 1914) (1, 147-150), 『啓示と没落」
(Of/enbarung und Untergang) (1, 168-170) という 3編の散文詩を書き
残している．拙稿では， トラークルの「自伝的なもの」を手掛かりに，そ
の中の 2番目の作品『夢と錯乱」に関して考察したい．
I 
27歳で夭折したトラークルの創作期間は当然ながら非常に短い．しかも
作品の大半は， 1913年から1914年11月に亡くなるまでの僅か 1年余りの間
に堰を切ったように次々と発表されたものである．そのような生産的な時
期へ入る前に，彼は自らの詩作態度を方向づけるべもある書簡の中で次
のように漏らしたことがあった．
故郷のこんな素晴らしく清らかな空の下でこんなことを言う私を，恐
らくひとは忘恩の者と非難するだろう一ーけれどもその前ではただ眺め
るより他には何も残されていない，そんな完全な美に対しては，ひとは
抵抗した方がいい．いや，我々のような人間にとって合い言葉はこうな
のだ，「自分自身に向かって前進せよ！」（1910年あるいは 11年初秋）
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（傍点筆者） （1, 551) 
自己への前進とは，ひいては「自伝的なもの」への関心にも繋がろう．
それはトラークルの詩作にとって，とりわけ彼の創造的な中期。後期創作
にとって一体どのような意味を持ったのであろうか．
なるほどトラークルの作品は，よく指摘されるように，どんな作品であ
れどこかに何らかの自伝的ニュアンスを帯びている．ここで取り扱う『夢
と錯乱」は，彼の 2番目の抒情詩集『夢の中のセバスチャン』 (Sebastian
im Traum 1915)の最後に配置された作品であるが，『幼年時代』 (Kind加it)
(1, 79)という印象深い叙情詩で導入されるこの詩集にも， 自伝的要素，
とりわけ故郷ザルップルクにおける「幼年時代」の思い出が全編に渡って
織り込まれている．このような自伝的要素や，「幼年時代」のモチーフや，
更に美しい少年たちの形象を多用したトラークルの詩作品と，詩人の実生
活における様々な挫折や少年的性向を照合して捉えながら，そこにあの文
学的巨匠ホーフマンスタール (Hugovon Hofmannsthal, 1874-1929) 
が，自己形成の過程を実証するために用いた例の有名な「アド・メ・イプ
スム」 (adme ipsum)1の中の定義を振り向け， トラークルの作品は「前
存在」 (Praeexistenz) の領域の産物であるとする解釈2もしばしば見受
けられる．
そのような評価の是非は別として，確かにトラークルと彼のザ）レップル
ク時代との親密不可分な関係は，詩人が成長するにつれ，次第にアンビヴ
ァレントな愛憎関係へと変化していったものの，彼の作品解釈・理解の上
では，常に重要な役割を果たしていることには全く疑問の余地はない．
既にトラークルの文学活動の開始時から，彼と「自伝的なもの」との関
係を十分に示す作品が発表されている． 1906年5月12日の)>Salzburger 
Volkszeitung ~に掲載され， 彼の紙上でのデビュー作となった散文「夢
の国． ひとつのエビソード」 (Traum/and.Eine Episode 1906) (1, 189-
192)がそれである． まず最初にこの作品を手掛かりとして， 初期のトラ
ークルと「幼年時代」の関係を簡単に振り返っておきたい．
少し論から外れてしまうが，一般に，自伝的告白的形式を取る文学作品
は，自己の内面的告白や自我の発展過程を描くことを主題とする，いわゆ
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る発展小説・教養小説系列の散文形式作品が多く見受けられる． こういっ
た作品の場合， 自伝を織り込む関係から必然的に1人称で語られることが
多く，その内容は当然主観的で，例えば作品中で生じる出来事についての
客観的描写の力量へはまず期待できないと言えよう．作風的には自伝的色
彩の濃厚な，後の「叙情詩人」 トラークルが， 自伝的散文の創作に一時で
も心を寄せたことは， この点首肯できそうである．
さてこの作者によって「小さな物語」（1,470）と称された作品は，一種
の枠物語形式を取っていて，主人公であり，同時に語り手でもあり，かつ
枠の担い手でもある「現代」の「私」が，少年時代に谷間の美しい町で過
ごした8週間の日々の思い出を語るという体裁になっていて，少年として
登場する過去の「私」の「大きな体験」（1,189）が枠内の物語を形成して
いる．物語の粗筋を一言で述べるなら，少年である「私」は，美しい町の
家の自分の部屋の階下に住む，叔父の病身の娘マリアに対して激しい思慕
の念を抱き，その間深い苦悩に駆られるが，そのマリアはやがて他界して
しまう．だが， この「マリア体験」を通じて少年の「私」の自我意識が目
覚めてゆく， といった話である．
この物語を概観して気づくことは，冒頭部分から始まる，かなり客観的
な叙述による物語の舞台の紹介と，それとは全く対照的な物語後半部分の
著しく主観的な叙述である． ここではその「語り」に注目してみよう．
物語の舞台のことは，枠上の「現代」の「私」によって， まず町中の様
子が伝えられる．即ち町の中心には，古い噴水のある広場があり，そこで
人々は昔からの慎ましい生活を営んでいて， この「小さな町」 (Ibid.)は，
「過去の生活を夢見ている」 (Ibid.)ような町であると結ばれている．続
いて「私」がその町を遠景から捉え， 「……穏やかに弧を描いた丘の上一
面に，厳かで静かな樅の森が広がり， その森が谷を外界から隔難してい
る．その丘の円い頂は，遠方の明るい空にしなやかに寄り添い，そしてこ
のように天と地が触れ合うと，宇宙の方がこの故郷の一部に見えるのであ
る」 (Ibid.)とかなり詳細に紹介してみせる．これは，作者トラークルの
中でこの舞台一ザルツブルクと見倣せよう－の具体的なイメージが浮
んでいたものと十分考えられる．
続いて「私」の生活圏が縮小化して伝えられる．町外れの「小さな前庭
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のある小さな家」 (Ibid.)の「屋根裏部屋」(Ibid､）で，「私」は8週間の
あいだ毎日ここで寝起きをし， この小さな隠れ家に引っ込んでは幾晩も
「幸せな少年の夢」（1,190）を見る．外界と交流のない孤立した谷間にあ
る「小さな町」の「小さな家」が，いわば孤独な小宇宙として子供の内面
世界に照応するように設定されている． （因みにこのような外界から隔絶
した状況設定は， ホーフマンスタールが描くあの美しい調度品に埋れた
「部屋」や「書斎」を連想させるのではないだろうか.）
この舞台状況を伝えるかなり具体的な叙述に反して，枠内の物語の核心
をなす筈の出来事については極めて主観的に語られている． 「マリア体験」
についても，その体験による「私」の内面の変化や感情の動きを，語り手
が感情移入したり，同情を込めて表白するのに専ら物語の後半部分は費や
されている．即ちマリアと一緒に過ごす機会を得て， 「私は」は彼女のこ
とを心に思い描くや「説明しがたい想いに囚われ」(Ibid.),「泣きたいよ
うな気分になる」 (Ibid.）のである．彼女への思慕は甘美な苦悩と重なっ
て「私」の心を苛み，悲痛な憧れに少年の心は掻き乱されるが，逆にこの
ような苦悩に酔い痴れるときこそ，極まりない生の高揚と歓喜が感じら
れ,世界と自分がひとつに溶け合うように思われるのである．「私は庭の草
の中に横たわり，何千という花々の匂いを吸い込んだ．私の目は花々の輝
く色に酔い痴れ，その花々の上には陽の光りが燦々と流れ，ただ時折，烏
の誘き鳴きの声に打ち破られるだけの，微風の静寂に耳を澄ませた．……
あの頃，私は生の偉大さと美しさを感じた．あの頃は私にとっても，生が
私のものであるかのようであった.」（1,191）
以上のような，冒頭部分の作品舞台に関する比較的リアリスティックな
叙述と，その一方での物語後半部分の「語り」の著しい主観化と崩れ込み
は，語り手（＝作者）にとって，ザルツブルクという外界から遮断された
美しい場所と，世界と自我が非分離の「幼年時代」－ホーフマンスター
ルのいう「前存在」という全体性の領域一とは切っても切り離せない関
係にあることを明示してはいないだろうか．
作品の終わりに至って「私」は，半ば嘆かわしい調子で「あの陽光に満
ちた静かな日々の思い出は，私の中で生き生きとしたまま残っている．ひ
ょっとすると，それは喧騒に満ちた現代より生き生きとしているだろう」
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(1,192)と語っているが，この「夢の国」は，また言うならば「現代」の
「私」の喧騒に満ちた現実の生からの格好の逃避所でもあると
最後に若干付け加えておけば，散文『夢の国』は，その「語り」の方法
が極めて叙情的で「前存在」の領域を謳歌しているものの，しかし「大き
な体験」を通じて，少年である「私」が内面的に発展してゆく一過程を概
ね筋とする点では，言い換えれば，「前存在」から「存在」 (Existenz)へ
と覚醒する過程を描いているという点では，少なくとも「教養」の伝統に
従っていると見倣せよう．裏返せば，初期創作期のトラークルはまだ十分
に伝統的な散文形式に範を得ている．そしてその伝統的形式の枠内で「伝
記的なもの」は，過去から現代へと流れる連続的な時間観念の中で回顧的
に語られているのである．
その後トラークルと少年期の「夢の国」との関係は，彼の1908年からの
大都市ヴィーン滞在などを経て， 大きな変化を遂げる．上で見てきたよ
うな喧騒に満ちた現実の代償であった甘美な「仮象」りま，その間に崩壊す
る．「過去を夢みる町」ザルップルクは， 現在ではなく過去のみを振り返
る後向きの「虚飾の世界」（中村朝子 1987年， 992ページ）としての様相を
呈示し始める．彼の初期の叙情詩においても，例えば「疲れ果てる」 (Er-
matten) (1,242)や『我告白す』 (Confiteor)(1,246) などには「夢の国
に創られた楽園」やいわゆる唯美主義に露骨な批判を浴びせる詩句が見受
けられる．自分が拠り所とした美しい「仮象」の崩壊を予知したとき， ト............. 
ラークルは拙稿の初めに挙げた「自分自身に向かって前進せよ！」という
言葉を述べた．これは初期の亜流的要素，耽美的詩作態度との明白な訣別
を意味しようが，とはいえ，以後も変らず彼の作品にたち現われる「自伝
的なもの」とは， 一体どのような意味があるのであろうか． 『夢と錯乱』
を考察する中で検討したい．
I 
散文詩『夢と錯乱』は，拙稿の冒頭で挙げた 3編の散文詩の中でも最も長
く，全体は4章から構成されている．またリンデンベルガー (H.Linden-
berger)も指摘するように，各々の章の初めは，一般に「詩」の場合には
期待できないような一文によって開始されている．例えば，第2章の書き
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出しがその最も好個な例であり， 「誰も彼を愛さなかった」 （1,148）とい
うかなり唐突な，恰も読み手の意表をつくような一文による章の開始は，
「現代文学の虚構（フィクション）作品｣5においても駆使される，読者の
関心を一瞬にして引き付けるという効果を狙った「語り」の手法にも等し
い．それはまた， この散文詩における各章の始まりの部分の重要性を示唆
するのではないだろうか． この作品の第1章冒頭は， トラークルの作品世
界では極めて馴染み深い次のような自伝的事柄を織り込んだ叙述から始ま
る．
夕暮，父は老人になった．暗い部屋の中で母の顔が石になった．そし
て少年の上には，堕落した一族の呪いがのしかかっていた．時々彼は自
分の幼年時代のことを思い出した．病と恐れと闇に満ちた幼年時代を．
星の庭での秘密の遊びを，あるいは暮れゆく屋敷の中庭で，鼠たちに餌
をやったことを．青い鏡から妹の細い姿が出てきて，そして彼は死んだ
ように暗闇の中へ落ちていった． （1,147）
この書き出しには，明らかに，年老いた父親，部屋の調度品や骨董品にば
かり愛情を注ぎ，わが子にはむしろ冷淡で無関心であった母親，ザルツブ
ルクの没落貴族の末喬として生を受けた，物思いがちの少年トラークル，
妹の存在， そのような一般に知られた作者の伝記的事実，彼の個人的な
「家族状況」 (Kemperu.Maxl983,S.313)との照合の可能性が認め
められる．そしてこのような冒頭からしての作者の自伝との見事な一致そ
のものが， 自伝的要素の， この散文詩全体に占める比重の大きさを窺わせ
るのである．
さて最初にこの散文詩の内容面に少し入ってみたいので，各々の章の概
要を述べておく．
第1章． 「彼」の家族が登場する． 「彼」は，祖先の家からザルツブルク
を連想させるような場所を歩き回る．即ち修道院や墓地，人気のない城，
沼地，草地,夏の庭などを移動しつつ， 「彼」は「ここで私は忘却してし
まった幾年かを過ごしたのである」（1,147）など想いながら「幼年時代」
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(Ibid.）を「思い出して」(Ibid.)いる．
第2章．前述のように「誰も彼を愛さなかった」という文章で始まる．
戸口に母親の夜の姿が見える． 「彼」は不具者と一緒に山裾を歩いてゆく
が，その不具者に石を投げつけ追い払う．朽ちた家に歩み入り，そこの階
段で出会ったユダヤ人の娘の髪を掴み唇を奪う．ある司祭に従ってゆくと
「彼」の肉体は甘い拷問に苛まれる． また情欲に燃えながら歩いている
と， 「炎に燃えるデーモン」 （1,149）と呼ばれ制欲のマントを纏った妹が
「彼」の眼前に姿を現わす．
第3章．春の緑の中を坊復しながら， 「彼」は調和に満ちた自然を楽し
む． しかし秋が過ぎ冬になると「彼」の家の中では既に調度が朽ち果てて
しまい， 「彼」の家族， 「呪われた種族」 (Ibid.)が恐怖に戦いている．
第4章． 「彼」の家の外では夏の自然が輝いているが，屋内では「最後
の晩餐」 (Vgl.Lindenbergerl967,S.264)が催される．そんな夜中，
「彼」は平和を見出そうと外に出るが，究極的には「夜が呪われた種族」
(1,150）を飲み込んでしまう．
以上のように， この作品は4章全体を貫く根本的な筋を持たず，作品の細
部を観察・分析しても不可解な部分は一向に解決しそうにないが， ここで
は『夢と錯乱』と付されたこの散文詩の表題に則しながら作品内容につい
て少し検討したい．即ち「自伝的なもの」と並行あるいは関連して「夢」
及び「錯乱」のモチーフに焦点を当てる．
オーストリア，ヴィーンの精神医学者で精神分析の創始者であるフロイ
+(SigmundFreud,1856-1939)の研究に見られるように，夢とは我々
の日常的世界では生起する筈のない行動や出来事を可能ならしめる非現実
的空間である． この夢の空間においては，普段は意識の背後に潜伏してい
て決して明るみには出ない無意識次元の欲望が姿を現わしてくる． また人
間は， 自分の夢の中で無意識下の「幼年時代」の体験へ遡れる能力がある
ので，そこでは未発達段階におけるアルカイックな状態の構造や退行的要
素が，何らかの形態を成して出現するという． トラークルとフロイトの関
係についての詳細な事情は分からないが，詩人がフロイトの影響，刺激を
受けたシュニッツラー(ArthurSchnitzler,1862-1931)の著作を愛読し
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たという事実から，世紀転換期当時，研究が盛んであった夢や無意識の領
域について彼も幾らかの知識を有していたとも十分に考えられる6．
『夢と錯乱』に書かれた主人公「彼」の絶え間ない行動や個々の出来事
は，むろん日常世界の中で起こり得る類のものではない．それはこの主人
公が， 第1章にあるように， 自分の「幼年時代」を思い出そうと夢の世
界に入って行ったり （彼の幾つもの夢は先祖の旧い家を満たしていた)
(1,147)，その上「彼」は「錯乱した顔」(umnachtetesAntlitz)(Ibid.)
を持ち， 「錯乱した道」 (umnachtetePfade)(1,148)を行くと称される，
いわば錯乱者として設定されていることからも明らかである． このような
夢と錯乱に満ちた「彼」の世界では,例えば，ザルツブルクを思わせる風
物や建築物など極めて現実的なものと， 日常世界では不可解で非現実的な
ものとが複合して属している．
こういった錯乱者の世界では，夢の空間と同様，意識と無意識の間を区
別する明白な境界線が存在しないゆえ， しばしば無意識の領域が突如とし
て顔を出すことがある． 「誰も彼を愛さなかった」という文で，暗転する，
ように始まる第2章の種々の出来事は，そのような無意識の領域に隠蔽さ
れ普段は決して表面に現われることのない憎悪や情欲，殺人欲， リビドー
ともいうべき性欲などの強い欲望の表出と見倣せよう．冷淡であった母親
への憎悪感，妹マルガレーテヘの満たされない愛欲などトラークルの自伝
的要素との関連性が認められる．
内容的にかなり連関が認められる第3・第4の両章においては，個人の
意識・無意識の領域が自然と人との関係にまで押し広げられ表わされてい
る．それぞれの冒頭部分で， 自然への，そして人と自然が調和に満ちてい
た原初的な「共同体」への賛美がなされる（さらに正しく彼を喜ばせるの
は咲きほころぶ垣，農夫の若々しい種子，歌っている烏，神の柔らかな創
造物，夕暮の鐘や人間の好ましい集い） （1,149）のに比べ，「呪われた種
族」である家族には，最後の没落の時が迅速に着実に準備されてゆき，第
4章の最後の場面に至っては，伝記的個人的性格の家族が人類全体の家族
の悲劇を象徴して滅ぶ. (Vgl.Lindenbergerl967,S.264f.)中期創作期
以降のトラークルは， 『夕暮の国の歌』（〃e"｡〃城Sch9sZ,"d)(1 119),
『夕暮の国』（肋g"‘北"α）（1,139）など，近代西欧文明社会の没落を叙情
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詩の主なテーマとして歌っているが， この西欧人の没落とは，行き過ぎた
合理主義への信頼の結果，そのような自然の領域から分離してしまったた
めに他ならない． (Vgl.Kemperu.Maxl983,S､318ff.）
夢と錯乱に満ちた主人公「彼」の視界では，現実世界に埋没しきった者
には全く感知できないものが知覚され得る．それゆえ「彼」は「透視者」
(Hellseher)(1,147)とも呼ばれるのである．
以上見てきたように， 「彼」が「幼年時代」へと退行し， 自らの世界の
奥底に覗き見たもの，それは暗い無意識の領域に他ならない． このような
無意識次元の無限の広がりを作品に形象させること，それをこの作品は指
向していると思われる．そこにおいては「夢」や「錯乱」のモチーフと同
等に「自伝的なもの」は， 自己への回帰のための不可欠な構成要素なので
ある．例えば，初期の作品『夢の国』の中では，同じ自伝的要素や「夢」
のモチーフを多分に取り入れているものの，まだ無意識の領域は不可侵で，
殺人や病気や情欲といったその暗い領域のあらわれ， 「醜悪なもの｣7は作
品から排除されていた．今や「自伝的なもの」は， 「夢」や「錯乱」のモ
チーフと相互関連，相互作用し合いながら作品世界の奥行を無意識の次元
にまで深める． 「自己への前進」を標傍した彼の詩作はこうして自分へと，
自我の奥底へと降りて行ったのである．
Ⅲ
これまで『夢と錯乱』を内容面から簡単に捉えてきたが，少し着眼点を
変えて，今度はこの作品を作品構造と「語り」の点から検討したいと思
う．第Ⅱ章の始めで述べた通り， この作品は各章の冒頭部分に重点が置か
れているが，それ以外にこの散文詩を概観して目を引くことは，作品全体
がおおよそ物語過去で書かれている点， トラークルの他の二つの散文詩が
1人称「私」で語られるのに対して， この作品では主人公を3人称「彼」
(er)に設定している点，そして何より作中の「彼」の目まぐるしい行動
とそれを追う「語り」の方法であろう．そのような観点に立つと， この作
品は少なからず読者を意識した意図的，作為的ともいえる物語性を備えた
散文詩であると見倣しても許されるのではないだろうか． まずその作品の
動きの感じと流れを示すために，冒頭以降の箇所を少し引用してみる．
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……夕暮彼はしばしば朽ちた墓地を越えていったり，あるいは暮れて
いく死者の部屋で死骸を，その美しい手に浮ぶ腐敗の緑色の斑点を見た
りした．修道院の門の前で彼は1片のパンを乞うた． 1頭の黒馬の影が
暗闇から踊り出て彼を驚かした．彼が冷たい寝床に横になっていると言
いようのない涙が溢れた． しかし誰もいなかった．両手を彼の額に置い
てくれるものは．秋が来ると彼は歩んだ．透視者となって褐色の草地
を．おお，荒々しい，洸惚の時よ’緑の流れる夕べよ’狩猟よ・おお，黄
ばんだ葦の歌を低く歌った魂よ，火のような敬虚よ・ ･･･…（1,147）
この「息も吐けない語り」 (Lindenbergerl967,S.260)が追うのは，専
ら「彼」の行動である． しかしその「語り」 も主人公の行動を「羅列し
て」語るだけで，行動から行動への，あるいは場所から場所への移動の原
因や論理的関連について何らかの説明や情報を付与するのでもなく， その
結果必然的に全体を貫く本質的な筋を持たないという作品構成になってい
る． 「彼」の行動の動機も物語の筋によって方向づけられるわけでもなく，
行動の関連性が示される場合も 「しかし誰もいなかった」という具合に
aberという接続詞によって逆方向への転換を示すことが多い.(Ibid.S.
263）その分，行を追う読み手には「彼」の行動の矛盾性や変わり易さが
尾を引いて残る． これについてリンデンベルガーも， この作品を散文形式
で書き表わしたことの大きな功績は， トラークルの叙情詩の場合， それぞ
れの詩句間で吐く息が長いのに対し， 「散文で書くことによって， 動きの
速さ，及び語りが充実しているという幻想」 (Ibid.S.267)を獲得したと
ころにある， と述べている．
ところでこのような文体は，一般に初期表現主義文学，特にその叙情詩
に特徴的である「並列文体」や「同時進行性」と呼ばれる文体との類縁性
が認められよう． この｢文体｣の生成についてはケンパー(H-G.Kemper)
およびヴィエッタ (S.Vietta)等の研究に詳しいが，少し要約すると，
19世紀末から20世紀初頭にかけて，ベルリンなどの大都市が発達したこと
に伴う生活空間や時間意識の変化によって，その現実に対する知覚方式と
分裂する自我との間の新たな関係を表現した文体様式である， と述べてい
る．勿論この文体様式は単に叙情詩の領域ばかりでなく， ドラマや長編小
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説など種々の文学形式にも広く取り入れられたことは言うに及ばない． ま
たヴィエッタによると，他のヨーロッパの大都市の成長に比較すると，当
時のベルリンは短期間で急速に大都市化し，ひとは特に徹底的な自我の分
裂を体験したゆえ， この文体様式は当時のベルリン出身，在住の詩人たち
に熱狂的に歓迎されたのである． (Vgl.Vietta/Kemperl983)
勿論トラークルはドイツ，ベルリンの出身ではないが，ヴィーン滞在中
に，やはり大都市の生活様式に対して自分が飲み込まれそうな激しい恐怖
感と嫌悪感を抱き，例えば『黙している者たちに』(A"dig殉γs〃"wW")
（1,124）という叙情詩では，「おお，大都会の狂気．夕暮に／黒い塀の傍
らにいじけた木々が強ばり／銀色の仮面からは悪の霊が覗く．／光が磁力
の鞭で石の夜を押しのける．／おお， 夕暮の鐘の沈んだ音.」というふう
に極端にデフォルメした形象を「羅列」 した文体で大都市をうたってい
る．故郷ザルツブルクの美しい「仮象」がいとも容易く崩れ去り， 目まぐ
るしい大都会の現実に晒されたとき，彼が自身を問うべく， 「自分自身に
向かって」行ったことも頷けるのである．
『夢と錯乱』に論を戻すと， 「自伝的なもの」への関心は，思い出すと
いう思考作業や反省を通して自己を統一的に把握しようという 「自己確
認」の意味をも持ち得るゆえ，後期のトラークルの作品では「幼年時代」
のモチーフが再度多用されるようになる， とポリ (E.Bolli)は言う8.こ
れについては我々も第Ⅱ章で見てきたが， しかし自己確認の必要性とは，
実際に自己を喪失したとき初めて生じるのではないだろうか．ポリに拠れ
ば， トラークルが彼の作品中の少年たちの形象に向かって全く親密に「我
我」 (wir)と，あるいは自己である「私」(ich)に対してはよそよそしく
「おまえ」(du)と呼び掛けるのは，詩作主体がもはや「自己同一化でき
た調和的な全体性という意味での主体」(Ibid.S.122)を見失っている，
つまり作中の様々な主体の中へと分裂してしまっていることのあらわれな
のである．
先に3人称「彼」という主人公設定に， この散文詩の特異性が見られる
ことを指摘してきた． この散文詩中にも，事実「彼」のものなのか，ある
いは語り手＝作者のものなのか，断定することができないような感情の発
露が随所に表われる． その現象が顕著であるのは例の第3・第4章であ
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る．その一部をそれぞれ引用する．
さらに正しく彼を喜ばせるのは咲きほころぶ垣，農夫の若々しい種子，
歌っている烏，神の柔らかな創造物，夕暮の鐘や人間の好ましい集い．
彼が彼の宿命を，茨の刺を忘れたなら． 自由に小川は緑がかってゆき，
そこを銀色に彼の足はさすらってゆき， もの言う樹は錯乱した彼の頭の
上で騒めく． （傍点筆者） （第3章） （1,149）
夏になると金色に向日葵は庭の垣の上に沈んだ，おお，勤勉な蜂たちと
胡桃の木の緑の葉，通り過ぎてゆく雷．銀色に芥子も咲き誇り，緑の鞘
の中に我々の夜の星の夢を抱いていた．おお，父が闇へ去ったとき家は
何と静かであったことか．木には果実が紫に実り，庭師が硬い手を動か
していた． （傍点筆者） （第4章)(1,150)
この散文詩全体は， ほぼ物語過去で書かれていることもすでに触れたが，
上掲の第3章の例文中では現在形が使用されていて，語り手の意識の中で
「物語」と詩作する「現在」の時間との混同化が窺える．そして次の第4
章の例文中の「我々の」という呼び掛けには，主人公「彼」と語り手の同
一化が窺えるし，その前後の文章においては， もはや語り手が主人公にと
り代って全く主観的に自伝を語っているという解釈も可能である．
このようにトラークルが，種々の主体へと分散化したばらばらの詩作自
我を書くことは，再びポリに拠ると，一方でその自我というものが一体ど
こから来て(Woher)どこへ行く(Wohin)のかと，いわばその所在を
問い続けることで， 自我を視点の上から探求，究明しようとする試みなの
である． (Vgl.Bollil978,S.123f.)
前述のように『夢と錯乱』における主人公「彼」の絶え間ない移動は，
再度リンデンベルガーに拠ると，その散文形式の使用によって「主人公の
動きを一歩一歩追わせることで読者に見せかけの連続性を与え」 （傍点筆
者)(Lindenbergerl967,S.260),完全な「語り」が為されているとい
う「幻想」を生み出しているという．事実， こういった散文形式を取るこ
とが，却って逆効果ともいえそうな，語り手の視点の非統一性・不連続
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性，そして「語り」の不完全さがいっそう前面に押し出されてくる．散文
形式によって創出される筈の，一文と一文の間を論理的脈絡で充填すべき
「語り」が，正にそこで欠落しているのである． また主人公としての3人
称の採用は， 1人称を主人公に設定した構成よりも，一種の異化作用，語
り手と主人公とが同一化・一元化する，その際の見事な落差が際立ち，語
り手の視点の甚だしい不定性を窺わせよう．
ここでもう一度，第Ⅱ章で見てきた作品の内容とも関連させて考察すれ
ば，主人公「彼」は錯乱者と称されていた．我々が見てきた「語り」の不
連続性も，あの錯乱と夢に満ち錯綜した「彼」の世界，因果律に囚われな
い行動をも容認する「彼」の世界を語ったものなら，全く起こり得る現
象である．物語的技巧として数え上げたこの散文詩の特性は， まやかしの
「見せかけ」の形式を創り上げるためにこそ有益であれ，その形式に対す
る破壊性は，意識・無意識の領域が未分化の錯乱者の世界にあっては正当
化されている．即ち， こうして物語的要素を強く要求すればするほど，恰
も逆比例関係ともいうべき，無意識の領域が浮かび上がってくる． 「彼」
が絶え間なく行動し， 「語り」がそれを延々と語れば語るほど，不連続性
が際立ち，その背後の無意識の広がりが浮び上がるように．語り手の統一
的な視点を求めれば求めるほど，視点の動揺が目立ち，視点のうえから自
己を探求する語り手＝トラークルの自我の分裂が窺えるように． トラーク
ルは「形式や内容が引用に富み（筆者注：作品中で同じモチーフが繰り返
し使用されることを意味する．例えば,家族のモチーフなど)客観的であれ
ばあるほど，より主観的， 自伝的に作品を表わすことができた」 (Kemper
u.Maxl987,S.313)のである．「自伝的なもの」への関心から自己確認
に結び付いたモチーフを， この作品は，言うならば従来の散文形式の「見
せかけ」を徹底して破壊するプロセスを通じて，作品構造や「語り」の方
法の上から執勘に構築しているものと思われる．
ここでトラークルの「羅列」文体を初期表現主義散文一般の文体と比較
する余裕はなかったが，以上にみてきたことからも， トラークルの徹底し
た「羅列」文体は，その行間に無意識の世界の深さと自我への真掌な問い
かけが現われているのである．
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Ⅳ拙稿はホーフマンスタールの自己分析の定義との関連から考察を開始し
たが，最後にそれも含めて「自伝的なもの」について再度考えてみたい．
初期のトラーマルの散文『夢の国』において， 「前存在」に等しい全体
性の領域として表わされたザルツブルクの「幼年時代」は，単なる「仮
象」として崩壊した．当時のトラークルの創作方法もその「夢の国」を単
に美しい物語の題材の対象として表面的に描くだけで，そのような亜流的
創作は「仮象」に等しく，時代の激しい変化にはもはや見合わなかった．
その後再び自己へ， 自伝的なものへと向かったトラークルは「前存在」を
単に創作の対象(was)にするに留まらず，その領域からの創作(wie)
を指向したといえる． こうして意識・無意識の不可分な「前存在」の領域
に終始したトラークルの作品は，近代合理主義一辺倒の時代精神に対する
批判にも結びつく．即ち自伝的色彩を濃厚に示しながらも，その内容を統
一的に語る「語り」そのものを殆ど機能させず， ただ「見せかけの連続
性」のみが付与された散文詩『夢と錯乱』に，近代の合理的精神に基づく
因果関係の連続性の範囲内で， 自伝を巧みに織り込みながら自我の発展を
描いてきた自伝的散文形式に対する一種の批判を読み取ることも可能であ
る．あるいは自伝が自我の発展を語るという意味では， この散文詩は，そ
の振幅を極めて現代的に無意識の領域にまで，内容・形式両面で相乗的に
拡大したひとつの作品であると思われる．
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Georg Trakls Prosagedicht 
,, Traum und Umnachtung" 
-- in Hinsicht auf seinen autobiographischen Teil 
Yuki YABUMAE 
Dies~r Aufsatz beschäftigt sich mit einem Prosagedicht Georg 
Trakls „ Traum und Umnachtung" in Hinsicht auf seinen autobiogra-
phischen Teil. 
Schon unter seinen frühen Arbeiten wie „ Traumlanä' finden 
wir auch autobiographische Züge ; es überwiegt hier die schöne 
Kindheitserinnerung. Der lokale Hintergrund, etwa Trakls geliebtes 
Salzburg, wird hier relativ objektiv dargestellt. Demgegenüber tritt 
sein eigentliches Kindheitserlebnis zugunsten emotioneller Um-
schreibung zurück. 
Im Gegensatz zu frühen Arbeiten kommen in einem Spätwerk 
wie dem Prosagedicht „ Traum und Umnachtung' unabgeklärte Dinge 
des Unbewußten zur Sprache. Träumen und Umnachten spielen 
hier neben dem Element der Kindheitserinnerung die bedeutendste 
Rolle. Wir wissen von Freud, daß in der Rückführung von Traum-
gedanken auf Kindheitserlebnisse archaische, unbewußte Struk-
turen treten, die sich folgerichtiger Logik entziehen. 
Diese Arbeit beschäftigt sich mit inhaltlichen und strukturellen 
Fragen des Prosagedichts. 
„ Traum und Umnachtung' besteht aus vier Teilen, die für sich 
einen Sinnzusammenhang ergeben, insgesamt jedoch keine folge-
richtige Handlung haben. Die ungewöhnlichen Schritte des Helden 
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sind in der Wirklichkeit nicht zu verstehen. Nur innerhalb seiner 
Welt kann das geschehen. (1. T.) In seine umnachtete und traum-
hafte Welt können auch Wünsche des Unbewußten, unterdrückte 
Natur in schrecklicher Gestalt treten. (2. T.) So ist es auch bei 
der Menschheit, die sich wegen des übermäßigen Vertrauens auf 
den Rationalismus des 19. Jahrhunderts von der Natur zu weit 
entfernt hat. Sie wird als ,das verfluchte Geschlecht' von der Nacht 
,verschlungen'. (3. u. 4. T.)-- Es ist Trakls Dichtung, die das 
Unbewußte im Gedicht zum Ausdruck kommen läßt. 
Zur Struktur und Erzähltechnik von „Traum und Umnachtung": 
Das Gedicht hat eine Prosagestalt, so scheint das Handeln des 
Helden kontinuierlich ; die Illusion einer Erzählung ist gegeben. 
Je unterbrochener die Handlung des Helden ist, um so augenfälliger 
wird die alogische, akausale Satzreihung und das dissozierende 
Ich des Erzählers. Diese Ich-Dissoziation ist umgekehrt auch ein 
Versuch, sein Ich perspektivisch zu ergründen und sein eigenes 
Unbewußtes zu erfassen. Der autobiographische Teil ist hier eine 
Art Selbstvergewisserung. So stellt das Prosagedicht durch eine 
scheinbare Kontinuität und durch einen fiktiven Erzählcharakter 
Bereiche des Unbewußten her. 
Man kann im Prosagedicht „ Traum und Umnachtung" eine gewisse 
Kritik an traditionellen autobiographischen Prosawerken finden, die 
die Entwicklung des Ich des Helden im rationalen, kausalen Bereich 
belassen. Das Prosagedicht verlagert die Darstellung des Ich und 
seiner Entwicklung in unbewußte Bereiche. 
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